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岩川小学校跡地
（　　）内は会派または政党名を記載しています。
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ちょっとひとりごと

人と猫がうまく共存
できる地域社会を

野
良
猫
対
策

問

苦
情
の
件
数
と
内
容

は
。

市
長

令
和
２
年
度
22
件
、

令
和
３
年
度
20
件
で
あ
る
。

内
容
は
、
鳴
き
声
・
糞
尿
・

わ
る
さ
・
飼
育
方
法
が
主

な
も
の
で
あ
る
。

問

県
内
で
不
妊
・
去
勢

手
術
の
助
成
を
行
っ
て
い

る
自
治
体
は
。

市
民
課
長

４
市
で
、
オ

ス
５
０
０
０
円
、
メ
ス
１

万
円
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

問

不
妊
・
去
勢
手
術
を

す
る
こ
と
で
、
鳴
き
声
・

糞
尿
・
数
が
増
え
な
い
な

ど
苦
情
軽
減
に
繋
が
る
と

言
わ
れ
る
。
有
料
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
飼
い
猫
へ
の
手

術
助
成
は
出
来
な
い
か
。

市
長

今
取
り
組
ん
で
い

岩
川
小
学
校
跡
地
の
活
用

問

既
存
の
校
舎
、
体
育

館
等
の
取
り
扱
い
は
。

市
長

校
舎
、
体
育
館
等

は
一
部
を
除
き
今
年
度
解

体
す
る
。
神
社
側
の
教
室

棟
と
ト
イ
レ
は
残
す
。

問

弥
五
郎
ど
ん
祭
り
は

小
学
校
跡
地
の
校
庭
を
中

心
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
こ
こ
で
の
開
催
を

考
え
て
い
る
か
。

市
長

引
き
続
き
今
の
場

所
で
実
施
す
る
。

問

岩
川
小
学
校
跡
地
利

活
用
検
討
委
員
会
の
設
置

は
。

市
長

市
民
の
た
め
に
利

活
用
す
る
に
は
検
討
委
員

会
も
必
要
で
あ
る
。
教
育

委
員
会
と
検
討
し
て
い
く
。

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
を

市
内
へ
普
及
し
て
い
く
。

費
用
が
足
り
な
い
場
合
は

検
討
す
る
。

問

県
内
で
猫
対
策
に
つ

い
て
条
例
を
制
定
し
て
い

る
自
治
体
は
。

市
民
課
長

４
市
で
あ
る
。

問

猫
対
策
に
つ
い
て
条

例
を
制
定
す
る
考
え
は
な

い
か
。

市
長

県
内
の
市
町
村
の

実
態
を
調
査
し
、
担
当
課

と
議
論
し
て
い
く
。

重
しげ

久
ひさ

昌
まさ

樹
き

（無所属自由クラブ）

岩川小学校跡地

野良猫対策の取組状況は

市長／「どうぶつ基金」を活用した
　　　無料不妊手術を試験的に始めた。

一般質問の様子

「さくらねこ」とは？

「さくらねこ」とは不妊手術済みの印に耳先をさくらの
花びらの形にカットした猫のことです。

※飼い主のいない猫に対し、TNR（Trap/ 捕獲し
→Neuter/ 不妊去勢手術を行い、その目印として耳先を
さくらの花びらのようにV字カットする→ Return/ 元の
場所に戻す）を実施することで繁殖を防止し、「地域猫」「さ
くらねこ」として一代限りの命を全うさせ、飼い主のい
ない猫に関する苦情や殺処分の減少に寄与する活動です。

7 ☆議員が議案について賛成・反対の意思表示をすることを ｢表決｣ といいます。



問

５
月
は
、
子
牛
価
格

が
９
万
３
０
０
０
円
暴
落

し
て
い
る
。
次
の
９
月
議

会
に
、
市
独
自
の
支
援
策

を
要
求
し
た
い
。

市
長

市
単
独
の
支
援
策

を
考
え
て
い
き
た
い
。

コ
メ
の
転
作
奨
励
金
カ
ッ
ト

を
や
め
よ
の
取
組
を

問

農
水
省
は
５
年
後
か

ら
、
水
張
り
が
で
き
な
い

転
作
は
、
奨
励
金
を
カ
ッ

ト
す
る
方
針
で
あ
る
。
市

長
は
、
方
針
撤
回
の
立
場

で
行
動
を
起
こ
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長

９
０
０
０
万
円
の

影
響
が
あ
り
、
そ
の
立
場

で
取
り
組
み
た
い
。

高
す
ぎ
る
介
護
保
険
料
は

引
下
げ
を

問

昨
年
３
月
議
会
で
引

き
上
げ
額
が
大
き
か
っ
た

県
内
上
位
５
市
に
つ
い
て
、

合
わ
せ
て
介
護
保
険
料
が

高
い
上
位
５
市
を
聞
き
た

い
。

市
長

以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。

介護保険料が高い5市
南さつま市 7,400円
指宿市 6,791円
鹿屋市 6,700 円
曽於市 6,669 円
奄美市 6,600 円

月　額

引き上げ額が大きい5市
南さつま市   900円
曽於市   853円
指宿市   791 円
垂水市   500 円

いちき串木野市   491 円
月額引き上げ額

問

国
保
税
は
一
般
会
計

か
ら
２
億
５
０
０
０
万
円

を
繰
り
入
れ
、
市
民
の
負

担
を
軽
く
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
介
護
保
険
は
そ

れ
を
し
て
な
い
。
介
護
保

険
料
も
負
担
を
軽
く
す
べ

き
だ
。

市
長

介
護
保
険
料
の
引

上
げ
を
議
会
が
認
め
て
い

た
だ
い
た
。
議
会
の
決
議

を
踏
ま
え
て
対
応
し
た
い
。

曽
於
市
に
寄
り
た
い
、
行
っ
て

み
た
い
ま
ち
づ
く
り
を

問

市
内
の
道
路
は
、
常

緑
の
杉
、
雑
木
、
カ
ヅ
ラ
、

竹
な
ど
に
お
お
わ
れ
印
象

が
良
い
と
は
思
え
な
い
。

提
案
①
今
後
10
年
ぐ
ら
い

を
め
ど
に
、
市
民
と
協
力

し
て
、
民
有
地
を
含
む
農

村
部
の
道
路
と
そ
の
周
辺

に
、
ク
ヌ
ギ
な
ど
落
葉
樹

を
植
え
る
。
②
木
陰
に
山

野
草
を
育
て
、「
木
も
れ

日
の
里
」
を
感
じ
る
ま
ち

づ
く
り
を
提
案
し
た
い
。

市
長

ク
ヌ
ギ
を
植
え
る

と
落
ち
葉
が
散
ら
か
り
市

民
か
ら
の
批
判
が
あ
る
。

山
野
草
に
は
あ
ま
り
関
心

が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。雑木などにおおわれた市道（末吉町二之方）

ちょっとひとりごと

介護保険料の 15％
引き上げなどで、今では
２億８千万円の剰余金が

あります。

子牛価格の暴落から、
畜産農家を守れ

市長／市単独の支援策を考えたい 徳
とく

峰
みね

一
かず

成
なり

（日本共産党）
一般質問の様子

県内 19市のなかで、曽於市の介護保険料の位置
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渡
わた

辺
なべ

利
とし

治
はる

（創政会）

災害対策等に対する危機管
理はどうなっているのか。
市長／「風水害警戒体制における
　　　基本方針」を策定している。

一般質問の様子

ちょっとひとりごと

災害は忘れたころに！
対策はしっかりと。

危
機
管
理

問

危
機
管
理
の
実
態
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長

災
害
発
生
時
の
基

本
方
針
に
基
づ
い
て
、
避

難
所
開
設
や
全
自
治
会
に

担
当
職
員
を
配
置
す
る
。

問

今
後
の
危
機
管
理
に

対
す
る
あ
り
方
を
ど
う
す

る
の
か
。

市
長

増
築
庁
舎
２
階
を

防
災
拠
点
と
位
置
づ
け
て

危
機
管
理
体
制
を
充
実
さ

せ
る
。

問

本
市
に
大
災
害
が
発

生
し
た
時
に
他
自
治
体
か

ら
の
応
援
職
員
の
受
入
れ

体
制
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

市
長

国
の
防
災
計
画
で

盛
り
込
ま
れ
た
が
庁
舎
移

転
に
向
け
た
作
業
等
で
未

計
画
で
あ
る
。
怠
っ
て
い

た
と
思
う
。

問

統
合
の
実
態
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長

令
和
４
年
４
月
１

日
に
大
隅
南
小
学
校
が
岩

川
小
学
校
へ
統
合
し
、
令

和
６
年
４
月
に
は
高
岡
小

学
校
が
末
吉
小
学
校
へ
、

財
部
北
小
学
校
が
財
部
小

学
校
へ
令
和
５
年
４
月
に

統
合
す
る
議
案
を
提
案
し

て
い
る
。

問

危※

機
管
理
監
の
専
従

状
況
は
ど
う
か
。

市
長

令
和
２
年
ま
で
５

年
間
居
た
が
そ
の
後
は
居

な
い
。
本
年
度
は
予
算
計

上
し
て
い
な
い
。
居
れ
ば

全
体
的
に
観
る
力
は
あ
る
。

小
学
校
の
統
合

問

児
童
数
や
学
級
数
が

著
し
く
減
少
す
る
中
で
統

合
に
対
し
、
ど
う
あ
る
べ

き
な
の
か
。

市
長

統
合
に
つ
い
て
は
、

校
区
の
方
々
や
保
護
者
か

ら
の
要
望
に
よ
る
も
の
で
、

児
童
数
の
減
少
が
大
き
な

理
由
で
あ
る
。

小規模校一部抜粋

令和元年度 令和 4年度 令和 6年度
備考

学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

檍　小 4 32 5 40 4 36

高岡小 3 9 2 6 3 7 令和6年3月
閉校予定

岩北小 2 12 2 8 2 10

岩南小 3 24 2 17 2 11

光神小 3 14 3 11 3 11

菅牟田小 3 13 3 14 3 13

大隅北小 3 30 3 29 3 27

大隅南小 3 9 3 10 3 9 令和4年3月
閉校

財部北小 3 13 2 9 2 9 令和5年3月
閉校予定

中谷小 3 8 3 17 3 15

164 161 148
※特別支援学級は含まない。

※危機管理監について

　平時は市の防災・危機管理等に
関する体制の整備や自主防災組織
の運営及び体制整備に関する指導
及び助言等が任務となっていま
す。また、災害時及び危機事象発
生時は、市内の被害状況等に関す
る情報収集をしたり、災害対策本
部長等への助言等が主な任務と
なっています。

9 ☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。



本
市
の
危
機
管
理
体
制

問

業
務
に
支
障
を
き
た

す
ク
レ
ー
マ
ー
の
現
状
と

対
策
は
。

市
長

ど
の
自
治
体
で
も

そ
の
数
は
増
加
傾
向
で
、

業
務
に
支
障
を
き
た
す
事

案
が
増
え
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
来
庁
に
よ
り

激
し
く
叱
責
す
る
方
、
同

じ
苦
情
を
何
度
も
繰
り
返

し
長
時
間
居
座
る
方
、
電

話
に
よ
り
２
、３
時
間
話

す
方
等
相
当
数
の
方
が
お

ら
れ
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
現
時
点
で
画
一
的
な

ク
レ
ー
マ
ー
対
策
は
な
い

が
、
丁
寧
な
対
応
、
場
合

に
よ
っ
て
は
警
察
通
報
等

も
考
え
て
い
る
。

問

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
緊
急
通

報
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ

れ
て
い
る
。
屋
外
・
屋
内

に
い
る
市
民
へ
の
周
知
徹

底
が
必
要
で
あ
る
が
、
屋

外
の
市
民
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

放
送
を
直
接
聞
く
手
段
が

な
い
。
現
状
で
良
い
の
か
。

市
長

こ
れ
ま
で
検
討
し

た
経
緯
は
あ
る
が
、
今
後

必
要
で
あ
れ
ば
検
討
し
た

い
。

問

ク
レ
ー
マ
ー
対
応
や

本
件
を
含
め
、
以
前
は
自

衛
隊
や
警
察
Ｏ
Ｂ
職
員
を

配
置
対
応
し
て
い
た
が
現

在
い
な
い
。
体
制
が
不
十

分
な
の
で
は
な
い
か
。

市
長

今
後
強
化
体
制
を

検
討
す
る
。

八
合
原
台
地
等
の
災
害
対
策

問

八
合
原
地
区
シ
ラ
ス

（
排
水
工
事
）
の
進
捗
状

況
は
。

市
長

近
年
の
集
中
豪
雨

に
よ
る
冠
水
被
害
対
策
の

た
め
県
営
事
業
に
よ
り
平

成
29
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
ま
で
の
期
間
で
、
現
在

の
進
捗
率
は
84
・
8
％
で

あ
る
。

問

大
淀
川
陣
の
下
井

せ
き
復
旧
工
事
が
進
捗
率

40
％
と
の
事
で
今
年
も
流

域
水
田
の
水
不
足
を
心
配

し
て
い
る
。対
策
は
十
分
か
。

耕
地
課
長

地
元
水
利
組

合
の
意
向
を
充
分
配
慮
し

て
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
等
で
対

応
す
る
。

災害対策は万全に。

交
通
事
故
対
策

問

近
年
の
、
本
市
職
員

の
公
用
車
・
私
有
車
の
交

通
事
故
件
数
は
横
ば
い
と

考
え
て
良
い
か
。

総
務
課
長

横
ば
い
と
考

え
て
い
る
。

問

一
件
の
重
大
事
故

の
裏
に
は
、
３
０
０
件
の

事
故
に
な
り
そ
う
な
事
案

が
隠
れ
て
い
る
、
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
の
法
則
と
い
う
経

験
則
が
あ
る
。
公
用
車
事

故
が
10
件
あ
る
と
そ
の
裏

に
は
３
０
０
０
件
の
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
事
案
が
あ
る
と

言
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、

事
故
予
防
対
策
は
非
常
に

大
切
に
な
る
。
具
体
的
に

今
後
事
故
件
数
を
減
ら
し
、

事
故
が
あ
っ
た
時
の
責
任

所
在
の
明
確
化
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
長
の
考
え
は
。

市
長

公
・
私
有
車
事
故

件
数
の
減
少
を
図
る
対
策

を
し
っ
か
り
と
進
め
る
。

責
任
の
明
確
化
に
つ
い
て

は
今
後
検
討
す
る
。

職員の交通事故対策は
万全か
市長／交通事故件数減少対策をしっかり進める。

責任の明確化は今後検討する。
上
かみ

村
むら

龍
たつ

生
お

（創政会）
一般質問の様子

ちょっとひとりごと

目標交通事故
件数ゼロ！
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ス
マ
ー
ト
曽
於
シ
テ
ィ

Ｄ
Ｘ
推
進

問

Ｄ
Ｘ
戦
略
は
ど
の
よ

う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
Ｄ
Ｘ
推
進
協

議
会
等
に
つ
い
て
の
現
状

は
。

市
長

Ｄ
Ｘ
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
を
令
和
４
年
４
月

に
策
定
し
た
。
各
課
、
局

に
１
人
ず
つ
任
命
し
た
Ｄ

Ｘ
推
進
担
当
職
員
で
構
成

す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
ス
マ
ー
ト

会
議
を
設
置
し
、
そ
の
中

で
各
課
、
局
の
業
務
の
現

状
に
基
づ
い
た
意
見
を
集

約
し
策
定
し
た
。

問

ス
マ
ー
ト
農
業
の
展

開
並
び
に
南
九
州
畜
産
獣

医
学
拠
点
事
業
と
の
兼
ね

合
い
は
ど
う
で
あ
る
か
。

市
長

拠
点
事
業
で
は
、

畜
舎
に
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
の

技
術
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

最
先
端
の
「
ス
マ
ー
ト
畜

産
」
の
研
究
、
実
証
拠
点

と
な
る
予
定
で
あ
る
。

山
中
貞
則
顕
彰
館

問

山
中
貞
則
氏
の
功
績

は
沖
縄
は
も
と
よ
り
、
台

湾
の
屏
東
県
里
港
郷
の
里

港
国
民
学
校
と
の
足
跡
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

市
長

沖
縄
に
つ
い
て
は
、

軍
用
地
料
賃
貸
問
題
の
解

決
と
本
土
復
帰
に
向
け
多

大
な
功
績
を
残
し
、
台
湾

で
は
台
北
第
二
師
範
学
校

で
２
年
間
学
び
、
里
港
国

民
学
校
で
１
年
間
教
職
を

務
め
、
里
港
国
民
学
校
創

立
１
０
０
周
年
記
念
の
際

に
は
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を

贈
ら
れ
て
い
る
。

台湾の中国文化大学より名誉経済
博士の学位を授与されている

問

山
中
貞
則
氏
の
台
湾

へ
の
功
績
に
基
づ
き
、
屏

東
県
里
港
郷
等
と
文
化
・

経
済
交
流
等
盟
約
を
結
ぶ

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

姉
妹
盟
約
に
つ
い

て
は
、
今
後
対
応
を
模
索

し
検
討
す
る
。

国道 269号線から山中顕彰館
へのアクセス道路の整備が必要

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
推
進

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
へ
の
移
行
計
画
に
対
し
、

地
域
の
特
色
を
活
か
す
新

し
い
活
動
事
業
等
の
計
画

を
示
す
よ
う
指
導
説
明
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

地
域
づ
く
り
計
画

は
、
地
域
の
特
性
や
魅
力
、

ちょっとひとりごと

山中先生の功績を伝承する
ため台湾屏東県里港郷との
姉妹盟約は喫緊の取組だ

課
題
な
ど
を
盛
り
込
む
も

の
で
あ
り
、
最
終
的
に
は

協
議
会
に
よ
っ
て
決
定
し
、

市
も
計
画
作
成
の
段
階
で

的
確
な
支
援
を
行
え
る
よ

う
努
め
る
。

迫
さこ

杉
すぎ

雄
お

（無所属）

D
※
X戦略で魅力ある
曽於シティを目指せ
市長／南九州畜産獣医学拠点事業に
　　　おけるDXスマート農業を提言。

一般質問の様子

※ＤＸとは「デジタ
ル・トランスフォー
メーション」の略称
であり、デジタル技
術を社会に浸透させ
て人々の生活をより
良いものへと変革す
ることです。

11 ☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。



曽
於
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略

問

曽
於
市
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
畜
産
林
業
を
本

市
の
主
役
と
し
て
考
え
て

い
く
の
か
、
ま
た
、
農
畜

産
物
を
安
定
的
に
供
給
す

る
食
糧
供
給
基
地
と
し
て

の
役
割
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長

曽
於
市
は
畜
産
を

中
心
と
し
た
農
業
の
町
で

あ
る
の
で
、
新
規
就
農
者
、

後
継
者
へ
支
援
が
不
可
欠

で
あ
り
、
基
幹
産
業
と
し

て
支
え
る
。

問

企
業
誘
致
推
進
事
業

の
令
和
３
年
度
実
績
と
、

現
在
、
本
市
へ
拠
点
を
移

そ
う
と
検
討
し
て
い
る
事

業
所
が
あ
る
か
、
ま
た
、

今
後
の
企
業
誘
致
場
所
の

確
保
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

市
長

令
和
３
年
度
は
、

製
造
業
３
社
と
立
地
協
定

を
締
結
、
現
在
２
社
と
交

渉
を
行
っ
て
い
る
段
階
。

今
後
の
工
業
団
地
予
定
は
、

末
吉
の
胡
摩
地
域
を
含
め

て
検
討
中
で
あ
る
。

問

移
住
・
定
住
促
進
事

業
に
お
け
る
移
住
希
望
者

向
け
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
、

具
体
的
内
容
と
移
住
者
へ

の
就
労
支
援
を
含
め
た
今

後
の
市
長
の
考
え
は
。

市
長

移
住
フ
ェ
ア
は
、

主
に
東
京
、
大
阪
で
開
催

さ
れ
補
助
金
制
度
の
説
明

を
行
う
。
住
宅
取
得
祝
金

や
市
有
地
活
用
補
助
金
、

空
き
家
バ
ン
ク
、
宅
地
分

譲
事
業
、
移
住
支
援
金
の

説
明
を
行
う
。
就
労
支
援

に
つ
い
て
は
、
新
規
就
業
、

就
農
支
援
対
策
補
助
金
の

説
明
を
行
う
。
住
宅
取
得

祝
金
は
、
過
去
３
年
間
全

体
の
34
％
（
１
０
１
件
）

が
転
入
者
で
あ
り
一
定
の

効
果
が
見
込
め
る
た
め
、

今
後
も
推
進
す
る
。

南
九
州
畜
産
獣
医
学
拠
点

事
業
を
活
用
し
た
市
独
自

の
地
域
創
生
関
連
事
業

問

南
九
州
畜
産
獣
医
学

拠
点
事
業
を
活
か
し
た
市

独
自
の
地
域
創
生
関
連
事

業
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
財
部
駅

か
ら
拠
点
施
設
ま
で
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
と
今
後
の
構

想
は
。

市
長

拠
点
を
中
心
に
周

遊
で
き
る
、
道
路
、
景
観

を
検
討
中
で
あ
り
、
人
流

増
大
に
合
わ
せ
て
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
検
討
。

食
の
安
心
・
安
全
を
担
保

し
、
拠
点
農
場
産
の
牛
・

鶏
に
付
加
価
値
を
明
確
に

打
ち
出
し
曽
於
市
の
ブ
ラ

ン
ド
事
業
化
を
検
討
。

高之峰から望む曽於市の産業資源

ちょっとひとりごと

基幹産業の資源を活かし
て、魅力ある曽於市を！

曽於市まち・ひと・しごと
創生総合戦略について今後
の本市における農畜産林業
の展望は。

市長／耕種部門は農地集約による経営基盤の確立、
畜産部門は特に肉用牛の多頭飼育体系の確
立他、林業部体系を確立することが重要。

片
かた

田
だ

洋
ひろ

志
し

（れいわ会）
一般質問の様子
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小
学
校
の
夏
休
み
の

プ
ー
ル
開
放

問
（
昨
年
）
夏
休
み
に

プ
ー
ル
開
放
を
し
て
い
る

小
学
校
の
数
は
。

教
育
長

（
曽
於
市
内
に

20
あ
る
小
学
校
で
）
Ｐ
Ｔ

Ａ
を
中
心
と
し
て
い
る
の

は
10
校
、
学
校
主
催
で
水

泳
教
室
を
実
施
し
て
い
る

の
は
４
校
で
あ
る
。

問

夏
休
み
の
プ
ー
ル
開

放
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
監
視
で
行

わ
れ
る
が
、
小
規
模
校
だ

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
負
担
が
大
き

い
。
夏
休
み
だ
け
で
も
曽

於
市
民
プ
ー
ル
の
開
放
は

で
き
な
い
か
。

社
会
教
育
課
長

子
供
た

ち
が
来
て
い
た
だ
け
れ
ば

開
放
は
で
き
る
。

問

夏
休
み
に
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
利
用
し
て
市
内
の

小
学
生
を
曽
於
市
民
プ
ー

ル
ま
で
送
迎
で
き
な
い
か
。

夏
休
み
の
期
間
だ
け
で
も

プ
ー
ル
を
無
料
開
放
し
て
、

子
供
た
ち
が
泳
げ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
学
習
意
欲
も

湧
い
て
学
校
に
行
き
た
く

な
る
。
体
力
も
つ
い
て
、

医
療
費
削
減
に
も
な
る
。

水
難
事
故
か
ら
身
を
守
れ

る
よ
う
に
も
な
る
。
市
に

と
っ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
。

市
長

プ
ー
ル
開
放
を
し

な
い
学
校
も
増
え
て
き
て
、

私
も
そ
れ
で
は
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
問
題
も
ど
う
し

た
ら
出
来
る
か
の
点
に
立

ち
返
れ
ば
、
一
つ
の
道
筋

が
で
き
る
。
基
本
的
に
は

私
も
賛
成
で
あ
る
。

全天候型の曽於市民プール

体
育
施
設

問

財
部
の
野
球
場
、
栄

楽
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

ボ
ラ
が
出
て
非
常
に
危
険

で
あ
る
。
応
急
処
置
で
は

な
く
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
一

か
ら
整
備
し
直
す
こ
と
は

可
能
か
。

教
育
長

グ
ラ
ウ
ン
ド
を

一
か
ら
整
備
し
直
す
こ
と

は
可
能
だ
が
、
そ
れ
な
り

の
財
源
が
伴
う
の
で
今
後

も
補
修
で
対
応
す
る
。

県内外の野球チームが試合をします

市
営
住
宅

問

２
階
建
て
以
上
の
市

営
住
宅
で
は
高
齢
者
や
障

が
い
者
が
増
え
て
、
階
段

を
登
る
の
も
大
変
で
あ
る
。

１
階
へ
の
引
っ
越
し
は
で

き
な
い
か
。

建
設
課
長

市
営
住
宅
か

ら
市
営
住
宅
へ
の
引
っ
越

し
は
で
き
な
い
が
、
高
齢

ま
た
は
病
気
等
で
身
体
的

無
理
が
出
て
き
た
ら
、
特

定
入
居
で
引
っ
越
し
で
き

る
。市

民
提
案
型
事
業

問

市
民
提
案
型
事
業
は

３
年
で
補
助
金
が
打
ち
切

り
に
な
る
が
、
４
年
目
以

降
は
検
証
し
て
、
市
が
継

続
し
て
事
業
が
で
き
な
い

か
。

総
務
課
長

補
助
金
の
20

万
円
が
無
け
れ
ば
４
年
目

以
降
は
し
な
い
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
市
が
取
り
組

む
べ
き
内
容
で
あ
っ
た
り
、

市
民
の
た
め
に
な
る
事
業

で
あ
れ
ば
考
え
ら
れ
る
。

ちょっとひとりごと

質問事項が多くて
書ききれなかったです。
ぜひ、議会傍聴に
お越しください。

矢
や

上
がみ

弘
ひろ

幸
ゆき

（れいわ会）

小学校の夏休み期間中、
曽於市民プールを無料開
放できないか
市長／基本的には私も賛成である 一般質問の様子

13 ☆一般質問の質問時間は、答弁を含まず 50 分以内です。



問

旧
制
度
を
含
め
、
過

去
５
年
間
の
利
用
者
数
は
。

市
長

利
用
者
数
は
、
平

成
30
年
度
１
人
、
令
和
２

年
度
１
人
、
令
和
３
年
度

２
人
で
あ
る
。

問

そ
れ
ぞ
れ
の
作
物
は

何
か
。

農
林
振
興
課
長

平
成
30

年
度
と
令
和
２
年
度
の
就

農
者
が
露
地
野
菜
、
令
和

３
年
度
の
就
農
者
が
露
地

野
菜
・
施
設
花
卉
で
あ
る
。

問

今
回
、
新
規
に
「
サ

ポ
ー
ト
体
制
事
業
」
が
対

象
に
な
っ
た
が
、
市
農
業

公
社
で
研
修
農
場・施
設・

機
械
導
入
等
に
取
り
組
む

考
え
は
な
い
か
。

市
長

農
業
公
社
の
近
隣

に
土
地
を
購
入
し
て
、
ハ

ウ
ス
施
設
を
建
設
し
て
施

設
園
芸
の
研
修
場
を
検
討

し
て
い
る
。

問

畜
産
は
、
初
期
投
資

が
か
な
り
大
き
い
の
で
、

廃
業
し
た
肉
用
牛
生
産
農

家
の
牛
舎
の
新
規
就
農
者

へ
の
斡
旋
は
で
き
な
い
か
。

畜
産
課
長

近
代
的
パ

ド
ッ
ク
牛
舎
は
、
現
在
、

な
か
な
か
空
き
が
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
空

き
牛
舎
が
出
て
く
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
実

態
を
把
握
し
て
希
望
者
に

斡
旋
し
て
い
き
た
い
。

市
民
所
得
の
向
上

問

令
和
元
年
の
鹿
児
島

県
統
計
協
会
の
発
表
に
よ

る
と
曽
於
市
民
一
人
当
た

り
の
所
得
の
平
均
は
、
県

内
19
市
の
う
ち
13
位
で

２
３
２
万
４
０
０
０
円
で

あ
る
。近
隣
の
志
布
志
市・

大
崎
町
は
県
平
均
所
得
２

５
２
万
８
０
０
０
円
を
上

回
っ
て
い
る
が
、
曽
於
市

の
所
得
向
上
対
策
は
。

市
長

農
・
畜
産
物
を
生

か
し
た
所
得
増
を
目
指
し

て
い
る
。
ま
た
内
村
工
業

団
地
に
２
社
立
地
協
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問

今
回
２
社
の
立
地
協

定
が
締
結
さ
れ
る
と
工
業

団
地
の
空
き
地
が
無
く
な

る
が
、
新
た
な
工
業
団
地

の
造
成
の
考
え
は
。

市
長

末
吉
の
胡
摩
地
区

と
大
隅
の
笠
木
地
区
（
ア

ヤ
ベ
跡
地
）
を
検
討
し
て

い
る
。

地
域
振
興
住
宅
の
安
全
性

問

昨
年
度
建
設
し
た
地

域
振
興
住
宅
は
、
目
隠
し

の
境
界
の
庭
木
が
植
栽
さ

れ
な
く
な
っ
た
が
、
子
供

の
安
全
性
・
隣
家
と
の
ト

ラ
ブ
ル
等
問
題
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

市
長

こ
れ
ま
で
建
設
さ

れ
た
地
域
振
興
住
宅
の
住

人
よ
り
、
昨
年
、
特
に
庭

木
の
剪
定
管
理
や
害
虫
の

苦
情
が
多
か
っ
た
た
め
、

今
回
か
ら
植
栽
は
、
や
め

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問

全
て
の
地
域
振
興
住

宅
の
住
人
が
、
境
界
の
庭

木
に
反
対
し
て
い
る
の
で

は
な
い
と
思
う
。公
共
性・

平
等
性
等
か
ら
も
庭
木
の

自
己
管
理
を
条
件
に
希
望

者
に
は
、
今
後
も
植
栽
す

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長

自
己
管
理
さ
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、
希
望
者
に

は
、
こ
れ
ま
で
通
り
庭
木

を
植
栽
す
る
。

ちょっとひとりごと

若者の働き場
として企業誘
致が大事 !

国の新しい新規就農支援
事業に対する市の対応は。

今
いま

鶴
づる

治
はる

信
のぶ

（創志会）
一般質問の様子 市長／畑かんセンターとともに新規就農希望者に

対して聞き取り調査をしながら事業申請の
相談に応じる。

令和元年度県内市民所得（千円）
市町名 1人当たりの所得

1 鹿児島市 2,805
2 志布志市 2,713
3 霧島市 2,575
4 薩摩川内市 2,563
5 奄美市 2,529
6 鹿屋市 2,476
7 伊佐市 2,459
8 垂水市 2,450
9 西之表市 2,397
10 枕崎市 2,385
11 南九州市 2,369
12 出水市 2,357
13 曽於市 2,324
14 指宿市 2,307
15 姶良市 2,300
16 いちき串木野市 2,290
17 阿久根市 2,275
18 日置市 2,216
19 南さつま市 2,196
参考 大崎町 2,687
県の平均所得 2,528
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公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
制
度

問

ど
の
よ
う
な
方
法
で

公
開
す
る
の
か
。

財
政
課
長

現
在
本
市
は

管
理
者
名
と
期
間
の
告
示

の
み
で
あ
る
が
、
他
の
自

治
体
で
は
業
者
と
審
査
点
、

審
査
内
容
ま
で
公
表
し
て

い
る
団
体
も
あ
る
の
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問

い
つ
ご
ろ
ま
で
に
検

討
結
果
が
出
る
の
か
。

財
政
課
長

９
月
ま
で
に

は
中
身
を
定
め
た
い
。

問

選
定
委
員
に
公
認
会

計
士
な
ど
の
外
部
有
識
者

を
導
入
す
る
考
え
は
無
い

か
。

市
長

公
認
会
計
士
が
運

営
に
つ
い
て
詳
し
い
わ
け

で
は
無
い
。
地
域
の
公
民

館
長
が
代
表
者
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。

重
要
実
績
評
価
指
標

問

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
の
Ｋ
Ｐ

Ｉ
で
達
成
度
が
低
い
原
因

は
。

企
画
課
長

曽
於
市
の
検

証
方
法
が
高
・
低
の
２
種

類
で
あ
る
事
が
挙
げ
ら
れ

る
。
検
証
方
法
を
３
段
階

も
し
く
は
５
段
階
の
よ
う

な
丁
寧
な
評
価
軸
に
移
す

こ
と
も
検
討
す
る
。

小
学
校
の
児
童
数
の
見
通
し

問

令
和
３
年
度
の
児
童

数
が
１
２
６
人
と
前
年
度

の
１
７
２
人
か
ら
大
幅
に

減
っ
て
い
る
が
対
策
は
。

教
育
長

婚
姻
数
の
減
少

と
出
産
へ
の
不
安
で
今
年

度
も
出
生
者
数
は
回
復
傾

向
に
無
い
。
小
学
校
の
維

持
も
困
難
に
な
る
の
で
特

認
校
の
拡
大
で
対
応
し
て

い
く
。

問

小
学
校
の
施
設
は
数

十
年
使
う
も
の
で
額
も
大

き
い
。
地
域
任
せ
で
は
な

く
施
設
維
持
の
基
本
方
針

を
出
す
べ
き
で
は
。

教
育
長

少
人
数
教
育
の

長
所
短
所
を
地
域
に
共
有

し
つ
つ
、
地
域
の
合
意
に

任
せ
る
。

動
物
愛
護
政
策

問

高
齢
化
で
飼
い
主
が

老
人
ホ
ー
ム
に
入
っ
た
り
、

亡
く
な
っ
た
り
し
て
飼
い

猫
が
野
良
化
す
る
ケ
ー
ス

も
増
え
て
い
る
。
市
の
対

策
は
。

市
民
課
長

こ
れ
以
上
猫

が
増
え
な
い
よ
う
に
餌
や

り
な
ど
を
し
な
い
よ
う
指

導
し
て
い
る
。

問

地
域
猫
（
飼
い
主
が

い
な
い
猫
を
認
め
ら
れ
た

地
域
の
人
が
餌
や
り
を
す

る
）
な
ど
の
活
動
も
近
隣

自
治
体
で
は
見
ら
れ
る
。

曽
於
市
で
の
現
状
は
。

ちょっとひとりごと

動物の命をいただく
畜産のまちだからこそ
動物の命に優しいまちへ

山
やま

中
なか

雅
まさ

人
と

（れいわ会）

指定管理者の情報公開
は？
市長／要綱には選定結果は市民に公表すると
　　　 ある。今後公開方法を検討していきたい。

一般質問の様子

市
民
課
長

地
域
猫
の
避

妊
手
術
や
去
勢
を
進
め
て
、

不
幸
な
猫
が
増
え
な
い
よ

う
に
す
る
の
が
重
要
で
あ

る
。

本市は野良猫の避妊を無料で行う協定を
結んでいます。詳しくは市民課環境係まで

15 ☆曽於市議会ではインターネットによるライブ中継や録画放送を行っています。



ちょっとひとりごと

小学校の統廃合は慎重に
小規模校もいいところが

いっぱいある

問

小
規
模
校
の
児
童
数

の
推
移
は
。

教
育
長

表
１
の
と
お
り

で
あ
る
。

問

行
政
主
導
の
統
廃
合

の
考
え
は
。

市
長

小
学
校
の
統
廃
合

は
、
地
域
の
合
意
形
成
が

重
要
と
考
え
る
。

問

高
岡
小
学
校
が
令
和

６
年
度
に
末
吉
小
学
校
に

統
合
す
る
が
、
通
学
途
中

に
檍
小
学
校
が
あ
り
、
変

則
的
な
学
区
編
成
に
な
る

が
、
協
議
さ
れ
た
か
。

市
長

檍
小
学
校
と
統
合

し
て
も
、
近
い
将
来
に
末

吉
小
学
校
に
統
合
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た

事
で
あ
る
。

問

近
隣
の
学
校
を
飛
び

越
え
た
統
合
で
も
、
承
認

す
る
方
針
か
。

教
育
長

基
本
的
に
は
近

隣
の
学
校
と
統
合
す
る
べ

き
で
は
と
考
え
る
が
、
保

護
者
や
地
域
は
、
近
隣
の

小
規
模
校
同
士
の
統
合
は

望
ん
で
い
な
い
。
末
吉
・

岩
川
・
財
部
小
学
校
へ
の

統
合
を
望
ん
で
い
る
。
小

規
模
同
士
の
統
合
で
は
、

教
育
的
観
点
か
ら
も
効
果

が
望
め
な
い
と
判
断
す
る
。

問

小
規
模
校
の
複
式
学

級
解
消
に
、
教
師
の
加
算

配
置
は
、
検
討
で
き
な
い

か
。

教
育
長

養
護
教
員
の
配

置
が
で
き
て
い
な
い
学
校

が
あ
り
、
改
善
し
た
い
が

財
政
的
に
厳
し
い
も
の
が

あ
り
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
。

市
長

複
式
学
級
の
解
消

等
を
含
め
教
育
委
員
会
と

連
携
し
て
対
応
し
て
い
く
。

南
九
州
畜
産
獣
医
学

拠
点
事
業

問

工
事
の
進
捗
状
況
は
。

市
長

令
和
４
年
度
の
工

事
が
15
件
予
定
し
て
い
る
。

現
時
点
で
発
注
済
み
が
４

件
で
あ
る
。

問

開
校
に
向
け
て
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

市
長

令
和
４
年
度
は
解

体
工
事
、
改
修
工
事
を
完

了
予
定
で
あ
る
。
管
理
団

体
の
財
団
を
年
度
内
に
設

立
す
る
。
令
和
５
年
度
は

馬
事
業
の
関
連
施
設
の
建

設
と
管
理
運
営
に
係
る
事

業
の
公
募
を
行
い
、
令
和

６
年
４
月
の
開
校
を
目
指

す
。

小学校統合について

岩
いわ

水
みず

豊
ゆたか

（新生会）
一般質問の様子 市長／統合もやむを得ず

表 1　　　小規模校の児童数の推移　　　（人）
年度 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年学校名

檍 42 37 38 36 29 26 25
高岡 6 5 6 年に末吉小に統合
岩北 9 8 11 13 15 14 12
岩南 16 11 6 7 8 8 8
諏訪 76 71 58 51 46 43 40
光神 12 10 12 11 10 7 8
深川 28 32 36 38 33 33 33
柳迫 77 69 66 66 59 52 45
菅牟田 14 12 13 11 11 11 8
笠木 37 33 33 29 24 23 18
大隅北 30 26 28 29 26 22 22
恒吉 15 14 13 13 16 13 9
月野 55 49 46 44 48 49 45
財部北 9 5 年に財部小に統合
財部南 18 15 15 19 19 11 9
中谷 17 16 15 16 12 11 9
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み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略

問

移
住
先
と
し
て
人
気

の
高
い
千
葉
県
い
す
み
市

（
人
口
約
３
万
７
０
０
０

人
）
で
普
及
が
進
ん
だ
の

は
、
有
機
米
を
給
食
に
活

用
し
、
耕
地
面
積
を
３
年

間
で
70
倍
に
拡
大
し
た
た

め
で
あ
る
。
学
校
給
食
で

の
有
機
農
産
物
の
利
用
促

進
を
念
頭
に
教
育
と
の
連

携
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
予

定
は
。

教
育
長

安
定
的
か
つ
安

価
で
供
給
で
き
る
体
制
が

整
え
ば
取
組
み
、
交
付
金

に
つ
い
て
も
研
究
し
た
い
。

市
長

教
育
委
員
会
も
含

め
て
前
向
き
に
検
討
し
た

い
。

農水省ホームページより抜粋

部
活
動
の
地
域
移
行

問

来
年
度
か
ら
段
階
的

に
始
ま
る
が
、
地
域
間
格

差
は
起
こ
ら
な
い
か
。
ま

た
、
部
活
動
を
続
け
た
い

子
ど
も
の
権
利
を
ど
の
よ

う
に
守
り
、
環
境
整
備
を

行
う
か
。

教
育
長

ま
ず
は
、
外
部

指
導
者
の
確
保
の
た
め
に

協
議
会
を
設
置
し
て
検
討

し
、
予
想
さ
れ
る
課
題
を

洗
い
出
し
て
解
決
に
向
け

て
研
究
し
て
い
く
。

手
話
言
語
条
例

問

鹿
児
島
県
初
の
条
例

制
定
を
知
ら
な
い
方
も
多

い
。
市
内
外
へ
の
周
知
は
。

市
長

今
後
、
市
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

窓
口
職
員
へ
手
話
に
触
れ

る
機
会
を
提
供
し
た
い
。

問

市
報
へ
の
毎
月
掲
載

は
。

市
長

担
当
課
長
が
頑

張
っ
て
く
れ
る
と
思
う
。

子
ど
も
の
事
故
予
防

問

夏
場
の
安
全
対
策
は
。

教
育
長

教
育
委
員
会
で

は
、
熱
中
症
防
止
対
策
と

し
て
水
分
補
給
を
は
じ
め
、

登
下
校
中
や
運
動
時
の
マ

ス
ク
は
外
し
て
よ
い
指
導

を
行
っ
て
い
る
。
各
担
当

課
で
も
、
用
水
路
や
通
学

路
の
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

問

水
辺
で
遊
ぶ
場
所
の

安
全
対
策
は
。

市
長

注
意
喚
起
の
看
板

を
設
置
し
て
い
る
。

問

一
昨
日
の
現
地
調
査

で
は
看
板
が
小
さ
く
不
十

分
に
感
じ
た
。
子
ど
も
に

も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に

で
き
な
い
か
。

市
長

基
本
は
連
れ
て
い

く
親
の
責
任
。
子
ど
も
が

分
か
る
看
板
も
大
事
だ
が
、

必
要
性
に
つ
い
て
は
検
討

す
る
。

問

流
さ
れ
る
サ
ン
ダ
ル

や
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て

遭
う
水
難
事
故
の
予
防
に

取
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ク

ア
キ
ッ
ズ
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を

取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

市
長

家
庭
を
は
じ
め
、

幼
稚
園
や
学
校
で
も
予
防

教
育
を
徹
底
し
て
い
き
た

い
。

大川原峡キャンプ場の看板。小さな子でも
分かるユニバーサルデザインを。

ちょっとひとりごと

「オーガニックビレッジ宣言」
の交付金を活用して

「オーガニック給食」で
子育て世代の移住促進を♪

瀬
せ

戸
と

口
ぐち

恵
え

理
り

（れいわ会）

みどりの食料システム戦略
について、オーガニックビ
レッジ宣言の予定は。

一般質問の様子市長／体制の構築を図る必要があり、早急には取
組めないが、有機農業を推進するために、
前向きに進めていきたい。

17 ☆議会中継をパソコンやスマートフォン、タブレット等で視聴できます。




